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賛
否
討
論

採
決
が
分
か
れ
た
議
案
の
う
ち
、

主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

〔
反
対
討
論
〕
世
界
遺
産
セ

ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
も
懸
念
を
示
し
て

反
対
し
て
き
た
。
今
回
の
条

例
制
定
に
つ
い
て
も
、
質
問

回
数
の
制
限
に
よ
り
、
慎
重

審
議
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

後
日
、
担
当
者
に
詳
し
く
説

明
を
求
め
た
。
以
前
は
、
指

定
管
理
制
度
を
予
定
し
て
い

た
も
の
の
応
募
が
な
く
、
市

の
直
営
と
な
っ
た
と
聞
い
た
。

入
館
料
収
入
と
し
て
約
３
千

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
が
、

運
営
自
体
は
市
が
し
て
、
ガ

イ
ダ
ン
ス
の
管
理
は
観
光
協

会
に
委
託
を
し
、
樹
木
の
剪

定
は
入
札
を
行
う
と
な
る
と
、

維
持
管
理
費
が
３
千
万
円
を

超
え
る
の
で
は
な
い
か
。
こ

の
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
は

初
め
か
ら
懸
念
を
持
っ
て
い

た
が
、
観
光
客
が
14
万
人
来

る
前
提
で
、
記
念
館
を
廃
止

し
て
、
移
転
す
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
の
で
、
私
は
ど
う
し

て
も
納
得
が
い
か
な
い
。

〔
賛
成
討
論
〕
維
持
費
や
14

万
人
な
ど
、
最
初
に
数
字
を

上
げ
て
想
定
さ
れ
る
こ
と
は

確
か
に
非
常
に
大
事
だ
と
私

は
思
う
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

こ
の
施
設
に
対
す
る
市
民
の

意
見
は
、
１
０
０
％
反
対
で

は
な
く
、
私
の
耳
に
は
賛
成

と
い
う
意
見
も
届
い
て
お
り
、

市
の
目
玉
の
施
設
に
す
る
た

め
に
、
一
旦
こ
の
条
例
を
制

定
し
て
、
14
万
人
と
言
わ
ず

20
万
人
30
万
人
と
集
め
る
よ

う
な
施
設
に
な
る
た
め
の
考

え
を
持
っ
て
行
え
れ
ば
と
思

う
。
否
定
す
る
こ
と
も
大
事

だ
が
、
前
を
向
い
て
、
市
の

た
め
、
発
展
の
た
め
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
う
。

〔
反
対
討
論
〕
来
年
３
月
に

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
が
開
館

す
れ
ば
キ
リ
シ
タ
ン
記
念
館

の
条
例
は
廃
止
に
な
る
と
思

う
が
、
何
で
今
上
程
さ
れ
る

の
か
。
ま
だ
記
念
館
は
現
在

あ
る
の
で
、
今
、
こ
の
条
例

を
廃
止
す
る
こ
と
に
は
私
は

反
対
で
あ
る
。

〔
賛
成
討
論
〕
９
月
１
日
提

出
の
こ
の
条
例
は
令
和
８
年

12
月
29
日
か
ら
施
行
す
る
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
後
、
展

示
品
等
の
移
動
や
整
理
す
る

時
間
が
来
年
３
月
ま
で
３
か

月
間
は
必
要
だ
と
私
は
認
識

し
て
い
る
の
で
賛
成
す
る
。

〔
反
対
討
論
〕
２
点
挙
げ
て

反
対
し
た
い
。
一
つ
は
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
の
予
算
が
上

が
っ
て
い
る
た
め
反
対
。
も

う
一
つ
は
、
安
心
な
医
療
体

制
の
確
保
推
進
事
業
に
つ
い

て
、
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
事
業
で
あ
る
が
、
な
ぜ
、

当
初
予
算
に
上
が
っ
て
い
な

か
っ
た
の
か
、
納
得
で
き
る

説
明
が
な
い
。
今
後
も
継
続

し
た
補
助
金
で
あ
る
か
分
か

ら
な
い
が
、
な
ぜ
今
回
の
補

正
で
こ
の
補
助
金
だ
け
の
計

上
な
の
か
、
そ
の
辺
で
納
得

し
て
い
な
い
。

〔
賛
成
討
論
〕
令
和
８
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号

は
、
補
正
額
５
億
６
，
９
７

８
万
５
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
一
般
会
計
総
額
を
３

３
７
億
４
，
０
０
３
万
円
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
前
年
度

と
比
較
し
て
6.5
％
減
の
緊
縮

傾
向
に
あ
り
な
が
ら
も
、
物

価
高
騰
に
直
面
す
る
市
民
生

活
へ
地
域
基
盤
環
境
、
教
育

環
境
の
整
備
、
そ
し
て
未
来

を
見
据
え
た
健
全
な
財
政
規

律
の
堅
持
の
３
点
を
高
い
次

元
で
両
立
さ
せ
た
適
正
な
予

算
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
本
補
正
予
算
の
執

行
に
当
た
り
、
今
後
の
持
続

可
能
な
自
治
体
運
営
の
観
点

か
ら
、
以
下
の
３
点
に
つ
い

て
配
慮
を
徹
底
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

一
、
経
済
施
策
の
効
果
検
証

と
市
民
生
活
へ
の
普
及
。
二
、

公
共
施
設
改
善
に
お
け
る
予

防
保
全
型
へ
の
移
行
。
三
、

将
来
を
見
据
え
た
、
積
立
て

ル
ー
ル
の
明
確
化
。
以
上
、

本
補
正
予
算
は
、
健
全
な
自

立
財
政
の
自
律
を
堅
持
し
な

が
ら
、
住
民
福
祉
の
向
上
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
確
実

に
舵
取
り
す
る
も
の
で
あ
り
、

早
期
執
行
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

【
議
案
第
37
号
】南
島
原
市

原
城
跡
世
界
遺
産
セ
ン
タ

ー
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
議
案
第
50
号
】令
和
８
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

【
議
案
第
38
号
】南
島
原
市

有
馬
キ
リ
シ
タ
ン
遺
産
記

念
館
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
に
つ
い
て

令和８年 第２回定例会で意見が分かれた議案の採決
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〈市議会議員研修会〉

全国市議会議長会表彰および
九州市議会議長会感謝状

長崎県市議会議員研修レポート
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　吉田幸一郎議員が市議会議員として、
20年以上にわたって市政発展にご尽力され
ていることに対し、全国市議会議長会の
特別表彰を受賞されました。
　また、九州市議会議長会の監事を務めら
れたことにより感謝状を授与されました。
　９月１日議場において、中村議長より
伝達表彰が行われました。

議員表彰20年以上

Training
Report 長崎県市議会議員研修レポート

　８月21日、長崎県市議会議長会主催「地方議
員のための安全なＳＮＳ発信と生成ＡＩ活用」と題
した議員研修会が開催され、県内の市議会議員
約250名が参加しました｡（本市からの参加者は
議員10名)
　講師は議会事務局実務研究会会員で三重県鳥
羽市職員の北村純一氏。地方議会で初めてＳＮＳ
を導入し､本会議や常任委員会等のライブ配信を
行い、議会を「見える化」した第一人者です。
　研修内容は、議員のＳＮＳ及び生成ＡＩの不祥事例の分析と教訓、ＳＮＳの特性や炎上対応、投稿
時の注意点など議員として必要最低限知っておくべき内容ばかりでした。
　また生成ＡＩの活用例として、ひとつの考えに対して視点を変えた多角的な意見の提案、質疑
の論点整理、議事録の文字起こしや要約などが挙げられていました。しかしながら、どんなに
優れたＡＩであっても方言への対応はまだまだ難しいようです。


